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村長選挙結果……………14　　台風の強さと大きさ……………21主な内容

新府能トンネル掘削進行状況
（平成18年7月1日現在）

1366.4m

IP電話番号
村役場代表
議会事務局
教育委員会
社会福祉協議会

5000～5004
5005
5006
5007 （残り15.2ｍ）

消防ポンプ連結訓練中！　消防ポンプ連結訓練中！　
村民の生命と財産を守るため！村民の生命と財産を守るため！
消防ポンプ連結訓練中！　
村民の生命と財産を守るため！

週2回の操法訓練。毎月１日の器具点検。回の操法訓練。毎月１日の器具点検。
万一の時に備えて、日々頑張っています。万一の時に備えて、日々頑張っています。

週2回の操法訓練。毎月１日の器具点検。
万一の時に備えて、日々頑張っています。
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6
　
　
月

定
例
議
会

平
成
１８
年
６
月
議
会
は
６
月
１２
日
開
会
さ
れ
、
専
決
処

分
承
認
案
件
９
件
、
補
正
予
算
案
件
２
件
、
条
例
案
件

１
件
、
単
行
案
件
３
件
、
報
告
１
件
の
あ
わ
せ
て
１６
件

の
審
議
を
行
い
、
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
し
、
６
月
２０

日
閉
会
し
ま
し
た
。

専
決
処
分

補
正
予
算

条
例
の
改
正

●
補
正
予
算
●

議
案
第
２６
号
　
平
成
１７
年
度
佐
那
河
内

村
一
般
会
計
補
正
予
算
に
か
か
る
専
決

処
分
の
承
認
に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
７
９
６
万
２

千
円
を
減
額
し
、歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

を
２３
億
４
２
５
５
万
６
千
円
と
し
た
。

各
種
補
助
事
業
費
の
確
定
な
ど
に
よ
る

も
の
。

議
案
第
２７
号
　
平
成
１７
年
度
佐
那
河
内

村
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
に
か
か
る
専
決
処
分
の
承
認
に
つ

い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
７
４
５
万
円

を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

３
億
３
０
８
３
万
円
と
し
た
。
一
般
被

保
険
者
・
退
職
被
保
険
者
な
ど
の
療
養

給
付
費
な
ど
の
減
に
よ
る
も
の
。

議
案
第
２８
号
　
平
成
１７
年
度
佐
那
河
内

村
簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算
に
か

か
る
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
５
３
０
万
円

を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

２
億
３
７
１
３
万
円
と
し
た
。
維
持
管

理
費
な
ど
の
減
に
よ
る
も
の
。

議
案
第
２９
号
　
平
成
１７
年
度
佐
那
河
内

村
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算
に
か

か
る
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
７
９
３
万
円

を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

４
億
９
７
７
７
万
円
と
し
た
。
老
人
医

療
給
付
費
な
ど
の
減
に
よ
る
も
の
。

議
案
第
３０
号
　
平
成
１７
年
度
佐
那
河
内

村
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
に
か
か
る
専
決
処
分
の
承
認
に
つ

い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
３
０
万
円
を

減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
１

億
８
６
６
７
万
円
と
し
た
。
維
持
管
理

費
の
減
に
よ
る
も
の
。

議
案
第
３１
号
　
平
成
１７
年
度
佐
那
河
内

村
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

に
か
か
る
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
１
９
０
万
円

を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

３
億
９
９
４
万
円
と
し
た
。
施
設
サ
ー

ビ
ス
給
付
費
な
ど
の
減
に
よ
る
も
の
。

●
条
例
の
改
正
●

議
案
第
２５
号
　
佐
那
河
内
村
の
収
入
役

の
事
務
の
兼
掌
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
助
役
に
事
故
が
あ
っ
た
場
合
、
収
入

役
の
事
務
を
村
長
が
兼
掌
す
る
条
項
を

追
加
す
る
も
の
。

議
案
第
３２
号
　
佐
那
河
内
村
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
か
か
る
専
決

処
分
の
承
認
に
つ
い
て

議
案
第
３３
号
　
佐
那
河
内
村
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　
地
方
税
法
な
ど
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
が
平
成
１８
年
３
月
３１
日
に
公
布
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
所
要
の
改
正
を
し

た
。

議
案
第
３４
号
　
平
成
１８
年
度
佐
那
河

内
村
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
５
５
７
万

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
２２
億
５
５
７
万
円
と
す
る
も
の
。

地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

費
、
農
業
農
村
整
備
事
業
計
画
策
定

費
な
ど
を
追
加
す
る
も
の
。

議
案
第
３５
号
　
平
成
１８
年
度
佐
那
河

内
村
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
９
３
５
万
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

を
３
億
６
１
６
１
万
円
と
す
る
も
の
。

　
平
成
１７
年
度
の
介
護
給
付
費
精
算

に
よ
る
国
・
県
な
ど
へ
の
償
還
金
を

追
加
す
る
も
の
。

議
案
第
３６
号
　
佐
那
河
内
村
国
民
健

康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　
平
成
１８
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税

の
医
療
費
分
及
び
介
護
納
付
金
分
の

税
率
改
正
を
す
る
も
の
。
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報
　
　
告

一
般
質
問

単
行
案
件

尾
 
山
 
光
 
雄
 
議
員

安
 
冨
 
幸
 
彦
 
議
員

質

質質

質質

質 答

答

答答答

答

議
案
第
３７
号
　
勝
浦
町
・
上
勝
町
・

佐
那
河
内
村
障
害
程
度
区
分
認
定
審

査
会
共
同
設
置
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
第
２
５
２
条
の
７
の

規
定
に
よ
り
、
障
害
者
に
係
る
障
害

程
度
区
分
認
定
審
査
会
を
３
町
村
で

共
同
設
置
す
る
も
の
。

議
案
第
３８
号
　
徳
島
県
市
町
村
総
合

事
務
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団

体
の
名
称
変
更
に
伴
う
徳
島
県
市
町

村
総
合
事
務
組
合
規
約
の
変
更
に
つ

い
て

議
案
第
３９
号
　
徳
島
県
市
町
村
議
会

議
員
公
務
災
害
補
償
等
組
合
を
組
織

す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び

徳
島
県
市
町
村
議
会
議
員
公
務
災
害
補

償
等
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　
市
町
村
合
併
に
伴
い
組
合
規
約
の

改
正
が
必
要
と
な
っ
た
た
め
、
関
係

地
方
公
共
団
体
と
協
議
す
る
も
の
。

　報
告
第
１
号
　
平
成
１７
年
度
佐
那
河

内
村
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計

算
書
に
つ
い
て

　
　
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
。
徳
島
市

　
　
長
の
40
万
人
中
核
都
市
構
想
に
対

す
る
村
と
し
て
の
取
り
組
み
は
。

　
　
村
と
し
て
は
村
民
の
意
思
は
き
ち

　
　
ん
と
受
け
止
め
て
い
る
。
今
後
そ

の
意
思
を
持
っ
て
徳
島
東
部
地
域
市
町

村
長
懇
談
会
に
望
み
た
い
。

　
　
小
中
学
校
の
改
革
構
想
に
つ
い
て

　
　
①
校
舎
等
の
改
築
に
つ
い
て
の
推

　
進
委
員
会
の
検
討
状
況
に
つ
い
て

②
小
・
中
一
貫
教
育
パ
イ
オ
ニ
ア
事
業

　
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
　
①
現
在
、
先
進
地
等
の
視
察
を
積

　
　
　
極
的
に
行
い
検
討
を
進
め
て
い

　
る
。
教
育
委
員
会
と
し
て
も
全
力
を

　
挙
げ
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

②
こ
の
事
業
の
研
究
課
題
は
、
教
育
の

　
共
同
体
と
し
て
の
小
中
学
校
間
の
相

　
互
連
絡
の
あ
り
方
。
そ
の
内
容
と
し

　
て
、
①
小
中
連
携
に
よ
る
9
年
間
の

　
教
育
課
程
の
編
成
の
研
究
。
②
相
互

　
交
流
事
業
や
小
中
教
員
に
よ
る
学
習

　
指
導
。
③
小
中
合
同
行
事
に
よ
る
児

　
童
生
徒
の
理
解
の
推
進
。
④
小
中
一

　
貫
校
の
可
能
性
の
研
究
。
こ
の
４
項

　
目
を
柱
と
し
て
、３
年
間
取
り
組
む
。

　
　
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
の
健
康
管

　
　
理
に
つ
い
て

①
最
近
の
児
童
生
徒
の
健
康
健
診
の
結

　
果
に
つ
い
て

②
児
童
生
徒
の
体
力
向
上
対
策
に
つ
い

　
て

　
　
①
年
度
当
初
に
各
種
の
健
診
を
行

　
　
　
っ
て
お
り
、
そ
の
都
度
、
養
護

　
教
諭
と
保
護
者
と
が
連
携
を
と
り
な

　
が
ら
、
改
善
に
努
め
て
い
る
。

②
小
学
校
で
は
１６
年
度
よ
り
3
年
間
文

　
科
省
よ
り
子
ど
も
の
体
力
向
上
実
践

　
事
業
の
指
定
を
受
け
て
お
り
、
地
域

　
や
家
庭
を
巻
き
込
ん
だ
事
業
を
展
開

　
し
て
い
る
。
今
後
の
課
題
と
し
て
、

　
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
徒
歩
通
学

　
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
十
分
検
討
し

　
て
い
き
た
い
。
中
学
校
で
は
、
全
教

　
職
員
が
、体
力
向
上
に
関
心
を
持
ち
、

　
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
の
取
り
組
み
指
導

　
し
て
い
る
。

 
 
教
育
行
政
に
つ
い
て

 
 
①
な
ぜ
委
員
会
事
務
局
の
職
員
を

総
入
れ
替
え
し
た
の
か
。
②
小
学
校
が

小
・
中
一
貫
教
育
パ
イ
オ
ニ
ア
事
業
を

含
め
た
大
き
な
指
定
研
究
を
３
つ
受
け

た
の
は
な
ぜ
か
。
③
教
育
長
の
人
柄
に

つ
い
て
。
④
教
育
長
の
業
務
に
つ
い
て

 
 
①
勤
務
年
数
、
組
織
上
の
バ
ラ
ン
 

　
　
ス
、
職
員
の
希
望
等
を
総
合
的
に

配
慮
し
な
が
ら
、
か
つ
組
織
の
活
性
化

を
図
れ
る
よ
う
計
画
的
に
異
動
し
て
い

る
。②
小
中
連
携
は
ぜ
ひ
必
要
で
あ
り
、

ま
た
教
職
員
の
資
質
向
上
に
も
つ
な
が

る
と
前
向
き
に
と
ら
え
、
こ
の
研
究
を

受
け
た
。
③
議
会
の
同
意
を
得
て
教
育

委
員
と
な
り
、
さ
ら
に
教
育
委
員
会
で

合
議
の
上
で
教
育
長
に
選
ば
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
④
教
育
長
に
は
、
責

任
者
と
し
て
管
理
職
と
し
て
職
員
を
指

揮
監
督
し
、
職
務
を
全
う
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

 
 
合
併
に
つ
い
て
、
村
民
の
意
見
を

 
 
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
村
長
自
身
ど
の
よ
う
に
お

考
え
か
。

　
　
徳
島
市
と
の
合
併
を
望
む
村
民
の

　
　
意
思
を
重
視
し
、
徳
島
市
へ
の
働

き
か
け
も
行
っ
て
き
た
。
民
意
重
視
の

姿
勢
に
変
わ
り
は
な
い
。

 
 
校
舎
改
築
に
つ
い
て

 
 
平
成
１６
年
度
中
に
小
中
学
校
校

 
 
舎
、
体
育
館
に
つ
い
て
は
耐
力
度

調
査
が
終
了
し
て
お
り
、
今
後
至
急
給

食
セ
ン
タ
ー
、
中
学
校
特
別
教
室
の
耐
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岡
 
三
 
男
 
議
員

加
 
藤
 
秀
 
数
 
議
員

長
 
尾
 
久
 
代
 
議
員

松
 
長
 
英
 
視
 
議
員

質

質

質質

質質

質質

答

答答答

答答答

答答

質質 答 力
度
調
査
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
の
対
応
は
、
首
長
、
財

務
当
局
と
協
議
を
進
め
、
ま
た
、
校
舎

等
の
改
築
委
員
会
を
設
け
て
、
本
年
度

中
に
方
向
性
を
見
極
め
た
い
。

 
 
今
後
の
公
共
事
業
に
つ
い
て

　
　
公
共
事
業
に
つ
い
て
は
、
採
択
要

　
　
件
に
合
わ
な
い
事
業
に
つ
い
て
は

採
択
を
見
送
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

り
、要
望
が
あ
っ
た
と
し
て
も
受
益
率

や
費
用
対
効
果
の
観
点
か
ら
採
択
に
な

ら
な
い
こ
と
も
あ
る
。今
後
は
他
の
事
業

で
で
き
る
も
の
、国
の
補
助
制
度
に
の
れ

る
も
の
と
を
整
理
し
て
改
め
て
事
業
を

要
望
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 
 
出
張
で
の
公
用
車
利
用
に
つ
い
て

　
　
事
故
が
生
じ
た
時
の
こ
と
や
私
用

　
　
と
公
用
の
区
別
を
付
け
る
意
味
で

も
、
で
き
る
限
り
公
用
車
で
の
出
張
を

指
示
し
て
い
る
。
村
長
も
公
用
車
を
利

用
す
べ
き
と
の
ご
意
見
は
真
摯
に
受
け

止
め
た
い
。

　
　
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
不
採

　
　
択
の
件
に
つ
い
て

　
　
今
回
は
、
事
業
効
果
が
十
分
発
揮

　
　
で
き
な
い
と
の
理
由
で
採
択
さ
れ

な
か
っ
た
が
、
今
後
さ
ら
に
精
査
し
、

他
の
事
業
も
含
め
て
採
択
に
向
け
て
努

力
し
て
い
き
た
い
。

 
 
地
籍
調
査
事
業
に
つ
い
て

 
 
現
在
事
業
の
全
体
計
画
を
立
て
、

 
 
９
月
に
県
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
１０
月

に
予
定
さ
れ
て
い
る
国
土
交
通
省
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
に
向
け
資
料
を
整
え
て

い
る
。
本
事
業
の
効
果
は
、
公
共
事
業

の
円
滑
化
、
固
定
資
産
税
の
課
税
台
帳

の
適
正
化
と
し
て
活
用
で
き
る
こ
と
。

　　
　
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
の
 

 

　
　
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
集
落
の
農

業
振
興
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
本
制
度
以
外
で
取
り
組
め
る
も
の

　
　
を
検
討
し
つ
つ
、
農
協
等
と
タ
イ

ア
ッ
プ
を
し
て
、
細
や
か
な
農
業
振
興

を
村
の
農
業
指
導
班
と
検
討
し
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
制
度
採
択
で
き
る
集
落

は
、
努
力
し
て
い
き
た
い
。

　
　
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
度
に
つ
い

　
　
て
、
村
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

 
 
農
林
事
務
所
、
農
協
、
村
が
一
体

　
　
と
な
っ
て
こ
の
制
度
に
取
り
組
み

た
い
。

　
　
本
年
度
よ
り
指
定
者
管
理
者
制
度

　
　
の
指
定
を
受
け
、「
い
き
も
の
ふ

れ
あ
い
の
里
」
の
運
営
は
ど
う
変
わ
っ

た
か
。

　
　
定
例
の
自
然
観
察
会
を
年
間
３６
回

　
　
程
度
予
定
し
て
い
る
ほ
か
、
団
体

か
ら
の
要
望
に
応
じ
て
随
時
観
察
会
を

行
う
。
今
後
は
学
校
関
係
者
の
利
用
促

進
に
努
め
た
い
。
管
理
に
つ
い
て
は
、

家
族
旅
行
村
と
連
携
を
と
っ
て
効
率
の

良
い
維
持
管
理
に
努
め
て
い
る
。
環
境

面
に
お
い
て
は
、
不
法
投
棄
・
密
猟
な

ど
の
抑
止
の
た
め
、
環
境
パ
ト
ロ
ー
ル

を
随
時
行
っ
て
い
る
。

　
　
国
民
文
化
祭
に
関
連
し
て

　
　
①
そ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

②
健
康
が
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
こ
と

　
を
受
け
、
本
村
に
お
け
る
糖
尿
病
の

　
実
態
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
①
企
画
・
運
営
委
員
会
を
設
け
て
、

　
　
　
検
討
し
て
い
る
。
今
年
１０
月
末

　
頃
を
目
途
に
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

　
し
、
本
番
に
つ
な
が
る
よ
う
検
討
し

　
て
い
る
。
特
に
本
村
の
特
産
で
あ
る

　
ス
ダ
チ
を
メ
イ
ン
に
し
て
、
食
文
化

　
と
関
連
す
る
催
し
に
し
た
い
。

②
徳
島
県
国
保
連
合
会
が
行
っ
た
生
活

　
習
慣
病
レ
セ
プ
ト
分
析
の
結
果
で

　
は
、
平
成
１７
年
８
月
分
診
療
費
で
４０

　
歳
男
性
で
国
保
被
保
険
者
に
占
め
る

　
割
合
は
6
・
1
％
、
３０
市
町
村
で
6

　
番
目
。
６０
歳
代
で
１８・
6
％
１０
番
目
。

　
女
性
で
は
５０
歳
代
で
9
・
4
％
で
3

　
番
目
に
高
い
位
置
に
あ
る
。
今
後
村

　
民
み
な
健
診
に
向
け
た
啓
発
、普
及

　
講
座
の
開
設
な
ど
が
必
要
と
考
え
て

　
い
る
。

　
　
地
籍
調
査
事
業
に
つ
い
て
、
一
ノ

　
　
瀬
常
会
で
説
明
会
を
開
催
し
た
と

聞
い
た
が
現
状
は
。

　
　
４
、５
月
に
説
明
会
を
し
て
い
る
。

　
　
多
数
の
方
は
税
金
が
少
々
増
減
し

て
も
、
早
急
に
や
っ
て
も
ら
い
た
い
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
　
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
度
に
つ
い

　
　
て

混
植
の
問
題
も
含
め
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

　
　
農
業
指
導
班
の
会
議
を
毎
月
開
催

　
　
し
、
そ
の
時
期
に
応
じ
た
方
法
を

今
後
考
え
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
混
植
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議
会
だ
よ
り

村
議
会
全
員
協
議
会
〈
農
振
セ
ン
タ
ー
〉（
仁
羽
議
長
ほ
か
１０
人
）

国
保
運
営
協
議
会
〈
農
振
セ
ン
タ
ー
〉（
岩
佐
、安
冨
各
国
保
委
員
）

平
成
１８
年
第
２
回
定
例
議
会
開
会
、
会
期
を
２０
日
ま
で
の
９
日
間

と
決
め
議
案
の
上
程
、
提
案
理
由
の
説
明
、
議
案
審
議
（
仁
羽
議

長
ほ
か
１０
人
）

定
例
議
会
２
日
目
　
学
校
訪
問
及
び
村
内
主
要
事
業
の
現
地
調
査

実
施
（
仁
羽
議
長
ほ
か
１０
人
）

名
東
郡
自
治
協
会
理
事
会
〈
徳
島
市
〉（
白
木
理
事
）

定
例
議
会
３
日
目
　
一
般
質
問
（
仁
羽
議
長
ほ
か
１０
人
）

定
例
議
会
最
終
日
　
付
議
案
件
表
決
、
選
管
委
員
及
び
補
充
員
の

選
挙
を
行
い
閉
会（
仁
羽
議
長
ほ
か
１０
人
）

名
東
郡
自
治
協
会
監
事
会
〈
徳
島
市
〉（
西
岡
監
事
）

６
月
分
例
月
出
納
検
査
〈
役
場
〉（
西
川
、
中
野
監
査
委
員
）

名
東
郡
自
治
協
会
理
事
会
〈
徳
島
市
〉（
白
木
理
事
）

青
少
年
村
民
育
成
会
議
総
会
〈
農
振
セ
ン
タ
ー
〉（
安
冨
文
教
厚
生

委
員
）

村
農
業
委
員
会
総
会
〈
農
振
セ
ン
タ
ー
〉（
長
尾
農
業
委
員
）

小
松
島
市
議
会
正
副
議
長
就
任
挨
拶
〈
役
場
〉（
仁
羽
議
長
）

名
東
郡
自
治
協
会
評
議
員
会
〈
徳
島
市
〉（
白
木
理
事
、西
岡
監
事
）

　
 
農
業
委
員
会
視
察
研
修
〈
宮
崎
県
、
鹿
児
島
県
〉（
長
尾
農
業

委
員
）

徳
島
市
議
会
正
副
議
長
就
任
挨
拶〈
役
場
〉（
仁
羽
、尾
山
正
副
議
長
）

徳
島
県
東
四
国
横
断
自
動
車
道
建
設
促
進
期
成
同
盟
総
会
〈
徳
島

市
〉（
仁
羽
議
長
）

行
事
出
席
報
告
　
6
月

　
　
　
　〈
場
所
〉（
出
席
者
）

質

質質

質 答

答答

答

5
日

8
日

１２
日

１３
日

１７
日

１９
日

２０
日

２１
日

２２
日

同
日

同
日

２３
日

２７
日

２８
日

２８
〜
３０
日

２９
日

３０
日

に
つ
い
て
は
、
す
ぐ
に
解
消
す
る
の
は

難
し
い
。
今
後
は
問
題
が
発
生
し
な
い

方
法
を
検
討
し
た
い
。

　
　
国
の
行
政
改
革
に
よ
り
、
格
差
社

　
　
会
が
進
行
し
て
い
る
。
村
へ
の
影

響
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

　
　
行
革
の
格
差
に
つ
い
て
は
、
財
政

　
　
的
に
は
地
方
交
付
税
の
見
直
し
が

提
言
さ
れ
て
お
り
、
小
規
模
町
村
は
大

き
く
削
減
さ
れ
、地
方
ほ
ど
、過
疎
化
の

激
し
い
地
域
ほ
ど
大
き
く
影
響
を
受
け

て
い
る
。
農
業
面
で
も
、国
が
行
っ
て

い
る
施
策
は
、小
規
模
農
家
に
と
っ
て

厳
し
い
も
の
で
あ
り
、多
方
面
で
こ
の

格
差
と
い
う
も
の
が
現
実
の
問
題
と
し

て
影
響
が
及
ん
で
い
る
。
現
場
を
預
か

る
村
長
と
し
て
地
方
の
声
を
強
く
上
げ

て
い
き
、そ
の
声
が
か
き
消
さ
れ
な
い
よ

う
な
努
力
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
　
小
・
中
一
貫
教
育
パ
イ
オ
ニ
ア
事

　
　
業
を
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
経

緯
に
つ
い
て
ま
た
、
本
事
業
の
目
的
、

先
生
方
の
同
意
形
成
を
ど
の
よ
う
に
し

て
つ
く
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
県
教
委
か
ら
提
案
が
あ
り
、
小
・

　
　
中
学
校
と
協
議
し
、
確
か
な
学
力

向
上
を
目
標
に
捉
え
、
教
育
委
員
会
と

し
て
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
た
。

体
制
に
つ
い
て
は
、
全
教
員
の
理
解
と

意
欲
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
成
功
で
き
な
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
た
め
先
生
方
と
十
分
議
論
を
深
め

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
　
憲
法
問
題
、
医
療
改
革
問
題
に
つ

　
　
い
て
、
３
月
議
会
で
注
視
し
て
い

き
た
い
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
が
、
現
在

ど
の
よ
う
な
意
見
を
お
持
ち
か
。

　
　
憲
法
問
題
、
教
育
基
本
法
の
改
正

　
　
案
は
継
続
審
議
に
な
っ
て
い
る
。

今
後
の
動
向
に
注
意
し
こ
の
成
り
行
き

を
見
て
い
き
た
い
。
医
療
改
革
法
案
に

つ
い
て
は
、
後
期
高
齢
者
の
医
療
に
つ

い
て
県
一
本
化
で
進
め
て
い
く
対
策
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。県
で
は
、そ
の
対

応
を
検
討
し
て
お
り
、
村
と
し
て
は
、

こ
の
法
案
の
中
身
を
十
分
勉
強
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
　
村
発
展
、
活
性
化
の
た
め
に
人
口

　
　
増
を
求
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
、
具
体
的
な
方
策
に
つ
い
て
。

　
　
現
在
村
内
に
住
ん
で
い
る
方
へ
の

　
　
具
体
的
な
取
り
組
み
が
必
要
と
い

う
点
か
ら
、
医
療
費
の
９
歳
児
未
満
無

料
化
を
図
る
な
ど
子
育
て
支
援
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
ま
た
、道
路
整
備
、集
落

排
水
施
設
、情
報
通
信
網
整
備
、防
災
行

政
無
線
の
整
備
と
い
っ
た
総
合
的
な
取

り
組
み
が
最
終
的
に
村
へ
人
を
誘
導
す

る
施
策
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。
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第75号

合　計
31,364,447円

合　計
31,364,447円

人件費支出
32.9％

事業費支出
31.2％

その他  1.5％

次期繰越
13.8％

助成金支出　
　　2.1％

  県補助金収入
　　1.5％

負担金支出
0.3％

経理区分間支出
　　　　4.8％

固定資産取得支出
　　　　2.3％

積立金積立額 8.0％

経理区分間収入　
4.9％

会費収入 0.1％

事務費支出　
0.5％共同募金配分事業費　2.6％

共同募金配分金収入 3.4％
県社協受託金収入

0.2％市町村社協受託金収入 0.1％

市町村
補助金収入
30.3％

積立預金取崩収入
7.6％

預託金収入 3.2％

前期繰越
11.2％

市町村受託金収入
16.0％

運営費収入
18.7％

雑収入 2.8％

井　上　信　之

　　　　………金一封

　以上の預託金は、社会
福祉のために役立てて
くださいと寄せられたも
のです。
　大変ありがとうござい
ました。

善意銀行だより
（敬称略）

歳　入 歳　出

歳　　　　　入
決算額（円）

43,000
468,720
9,500,000
5,022,046
58,000
35,000

1,010,569
1,075,382
5,864,265
885,669
1,523,389
2,368,617
3,509,790
31,364,447

歳　　　　　出

平成17年度

科　　　　　目
会 費 収 入
県 補 助 金 収 入
市 町 村 補 助 金 収 入
市 町 村 受 託 金 収 入
県 社 協 受 託 金 収 入
市町村社協受託金収入
預 託 金 収 入
共 同 募 金 配 分 金 収 入
運 営 費 収 入
雑 収 入
経 理 区 分 間 収 入
積 立 預 金 取 崩 収 入
前 期 繰 越

合　　　　計

10,312,337
158,808
9,774,036
805,950
673,789
85,300

1,523,389
720,000
2,533,990
461,760
4,315,088
31,364,447

科　　　　　目
人 件 費 支 出
事 務 費 支 出
事 業 費 支 出
共 同 募 金 配 分 事 業 費
助 成 金 支 出
負 担 金 支 出
経 理 区 分 間 支 出
固 定 資 産 取 得 支 出
積 立 金 積 立 支 出
そ の 他 の 支 出
次 期 繰 越

合　　　　計

決算額（円）

▲お水をたっぷりあげましょ

▲年中組の可愛い歌声

▲あーそうやるのか！！真剣な瞳で成分献血を希望される方は、7月19日（水）までに農振センター内社会福祉協議会までお知らせください。

献血に使用する器材は全て使い捨てです。病気などの感染は全くありません。

献血車がまいります　ご協力下さい
■日時　平成18年7月26日（水）

☆成分献血専用車（成分献血のみの受付となります）

朝宮

中辺

朝 宮 神 社 前

佐那河内村役場前

 ９ ：30～10：30

11：00～12：30

住所 住所採血場所 献血時間 採血場所 献血時間

中　辺 佐那河内村役場前  ９ ：30～12：30、13：30～15：30

住所 採　血　場　所 献　血　時　間

14：00～14：40

15：00～16：00

徳島市農協旧嵯峨選果場

徳島市農協高樋出張所

東内

高樋

シルバー人材センターシルバー人材センターシルバー人材センター

「請負・委任」「請負・委任」
　センターから提供する仕事の多
くがこの形態です。公平に就業機
会を得るため、ローテーションで
就業します。雇用関係はありませ
ん。発注者から指揮命令を受ける
ことは無く、ご自身の裁量で、責
任をもって仕事を完遂していただ
きます。
　労働関係法規（労働基準法・労
災保険など）の適用はありません。万が一事故が発生したときは、シルバー保険（傷害・
賠償責任）で対応します。就業の対価は「配分金」としてセンターから支払われます。

　平成18年6月現在、44人の会員のご協力をいただいています。17年度実績で、159件の
仕事をこなすことが出来ました。
　力仕事だけでなく、軽作業の仕事まで幅広く応じています。手間が不足した折など気軽
にお電話ください。また、時間に余裕がある方は人材センターに入会いただき、豊かな技
能や技術を活かし、生き甲斐を見つけてみませんか。
※詳しくは、社会福祉協議会内シルバー人材センター事務局まで　携帯090-5147-5453

平成18年度もSP事業（シニアワークプログラム）で、剪定講習会、ふすま張り、障子張
り講習会開催を予定しています。ご参加ください。

孟宗竹伐採作業 石積み作業 しいたけ採取作業

事　務 植木の剪定 筆　耕 チラシ配布 草　刈 家事援助

▼ ▼

▼▼

発
　
注
　
者

会
　
　
　
員

セ
ン
タ
ー

仕事の依頼 仕事の提供

契約金の支払 配分金の支払

契約締結 希望職種登録（入会）

契約金請求 仕事の完成・就業報告
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シルバー人材センターシルバー人材センターシルバー人材センターシルバー人材センターシルバー人材センター

「請負・委任」「請負・委任」「請負・委任」
　センターから提供する仕事の多
くがこの形態です。公平に就業機
会を得るため、ローテーションで
就業します。雇用関係はありませ
ん。発注者から指揮命令を受ける
ことは無く、ご自身の裁量で、責
任をもって仕事を完遂していただ
きます。
　労働関係法規（労働基準法・労
災保険など）の適用はありません。万が一事故が発生したときは、シルバー保険（傷害・
賠償責任）で対応します。就業の対価は「配分金」としてセンターから支払われます。

　平成18年6月現在、44人の会員のご協力をいただいています。17年度実績で、159件の
仕事をこなすことが出来ました。
　力仕事だけでなく、軽作業の仕事まで幅広く応じています。手間が不足した折など気軽
にお電話ください。また、時間に余裕がある方は人材センターに入会いただき、豊かな技
能や技術を活かし、生き甲斐を見つけてみませんか。
※詳しくは、社会福祉協議会内シルバー人材センター事務局まで　携帯090-5147-5453

平成18年度もSP事業（シニアワークプログラム）で、剪定講習会、ふすま張り、障子張
り講習会開催を予定しています。ご参加ください。

孟宗竹伐採作業 石積み作業 しいたけ採取作業

事　務 植木の剪定 筆　耕 チラシ配布 草　刈 家事援助

▼ ▼

▼▼

発
　
注
　
者

会
　
　
　
員

セ
ン
タ
ー

仕事の依頼 仕事の提供

契約金の支払 配分金の支払

契約締結 希望職種登録（入会）

契約金請求 仕事の完成・就業報告
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●電池ブタを開けて、乾電池が液漏れなどしていないか確認してください。
　液漏れなどしていると、戸別受信機の故障の原因となりますので、年に1回は点検をお願いし
　ます。
●乾電池は停電時などの非常用です。必ず乾電池を2本入れてください。
　（単一、単二、単三の三種類が使用可能ですが、異なった種類では使用しないでください。使
　用時間を考えると、単一アルカリ乾電池使用をお勧めします。）
●家の外に防災無線用のアンテナを立てている家は、アンテナが安定しているかなど確認してく
　ださい。
●受信した放送が鮮明に聞こえない、音が途切れるなどがありましたら、総務企画課までご連絡
　ください。　　

　村で貸与しております戸別受信機装置に、富士通　が、落雷などに対する対策の一環とし、装
置の改修を図ることにし、本事象による防災安全対策のため、7月下旬頃からすべての装置にお
いて改善作業を実施します。

●変更理由
　通常想定していない直撃雷などにより、異常に高い電流（電圧）が外部から加えられた場合、
　本装置内に搭載している部品がごく稀に発熱・発煙する可能性があることが判明したため。
●変更内容
　・ヒューズ付ACコードの追加作業（大型フェライトコア付）
　　現状使用している本体とACアダプタの間にヒューズ付コードの追加を行います。
●作業内容
　ヒューズ付ACコードを用意し、各家庭に設置されている装置に全戸追加いたします。
　交換時間は5分程度です。
●工事期間
　7月下旬から9月末までと予定しています。

　予防改修作業にあたり、富士通　関係者から電話連絡など、何かとご迷惑をお掛けいたします
が、ご協力の程よろしくお願いいたします。

電池の交換のしかた

１　電源スイッチを「切」側にします。

２　電池ブタの「＞」部分を押しながら右に引い

　 て開けます。

３　乾電池を新しいものに交換します。

４　電池ブタを左方向にスライドさせ閉じます。

５　電源スイッチを「入」側にします。

電源スイッチ（側面）

「＞」部分 電池ブタ
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納付には、納め忘れのない 
　口座振替　が便利です。

国民年金保険料は
納期を守って
納めましょう!

国民
年金

国民年金保険料の免除申請が国民年金保険料の免除申請が
ご利用しやすくなります。ご利用しやすくなります。
国民年金保険料の免除申請が
ご利用しやすくなります。

「多段階の一部納付（免除）制度」が平成18年7月からスタート

　国民年金の保険料は13,860円（平成18年度）ですが、経済的な理由
などで保険料の納付が困難な場合は、申請手続きをしていただくことに
より、保険料の納付が免除又は一部納付（一部免除）制度があります。
　平成18年7月からは、従来の全額・半額免除に加え、4分の3免除及び4分の
1免除が追加され、所得水準に応じた多段階（4段階）の免除制度となります。

　一部納付制度は、一部納付額をお支払いされなかった場合、一部免除が無効となるため、将来の
老齢基礎年金の額に反映されません。
　また、万が一の時の障害基礎年金や遺族基礎年金を受給できない場合があります。

　全額免除や一部納付の期間は、保険料を全額納付したときに比べ、将来の老齢基礎年金の額が
少なくなります。
　そこで、これらの期間は、10年以内であれば後から保険料を納めること（追納）ができますが、承
認を受けた年度から起算して3年度目以降に追納すると、当時の保険料に経過期間に応じた加算
額が上乗せされます。

ご注意ください

保険料の追納

1／3が反映

1／2が反映

2／3が反映

5／6が反映

全額が免除

  3,470円

  6,930円

10,400円

（扶養親族の数＋1）×35万円＋22万円全額免除

3／4免除

半額免除

1／4免除

所 得 基 準 の 目 安 月々の保険料
老 齢 基 礎
年　金　額

78万円＋扶養親族など控除額＋社会
保険料控除額など

158万円＋扶養親族など控除額＋社会
保険料控除額など

118万円＋扶養親族など控除額＋社会
保険料控除額など



お問い合わせは

９月８日～９月29日

８月１日～９月８日

９月８日～９月29日

８月１日～９月８日

８月１日～９月８日

　

８月１日～９月８日

11月４～５日

９月23日

10月15日

９月16日

９月16日

９月24～25日

資　　　　　格 受　付　期　間 試　験　期　日

高卒（見込）21歳未満の者

高卒（見込）21歳未満の者

高卒（見込）24歳未満の者

18歳以上24歳未満の者

18歳以上27歳未満の者

募 集 種 目

一 般

推 薦

女 子

男 子

防 衛 大 学 校 学 生

防衛医科大学校学生

航 空 学 生

看 護 学 生

一 般 曹 候 補 学 生

曹 候 補 士

2 等 陸・海・空 士

高卒（見込）
21歳未満の者

18歳以上27歳未満

９月５日～９月７日

９月８日～９月29日

９月23～24日

11月11～12日

平成平成1818年度年度平成18年度

年間を通じて行っています。 受付後に指定します。

職場のトラブル
 一人で悩まず、
   ご相談ください

☆印の付いている総合労働相談コーナーには、女性の相談員がいます。

☆徳島労働局総合労働相談
　コーナー

☆徳島総合労働相談コーナー 鳴門総合労働相談コーナー

●相談内容…労働条件や職場環境などの労働に関すること
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（秘密は厳守します）
●方　　法…電話、面接で受付
●相談時間…月～金曜日　8：30～17：00（祝祭日、年末年始は休み）
●費　　用…無料

sanagochi
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薬物乱用の恐ろしさ

～国連薬物乱用根絶宣言
　　（1998年～2008年）

　　　　　支援事業～

　徳島県薬物乱用防止指導員の日

下早苗さん（宮前）が、今年2月、小

学6年生と中学1年生を対象に、薬

物乱用防止教室を開催されました。

　その時寄せられた感想文の一部

をご紹介させて頂きます。

県薬物乱用防止指導員　日下　早苗

「6・26国際麻薬乱用撲滅デー」

　MDMA（メチレンジオキシメタンフェタミン
Metylenedioxymethamphetamine）は、興奮作用と
幻覚作用を併せ持つ錠剤型の合成麻薬で、エクスタシー
などとも俗称されており、最近、検挙人員・押収量が、急増
しています。
　乱用すると、混乱、憂うつ、睡眠障害、不安等があり何週
間も後にさえ、存在します。また、脱水症、高血圧、心臓や
肝臓の機能不全が生じます。
　大量に摂取すると大変危険で、悪性の高体温による筋
肉の著しい障害や腎臓と心臓血管の損傷を起こします。
　もしあなたが誘われたら…断る勇気を持ってください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　



　
平
成
１８
年
６
月
１
日
か
ら
、
徳
島
県
動
物
の

愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
飼
い
主
か
ら
の
犬
ね
こ
の
引
取
り
が
有

料
化
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
犬
ね
こ
の
引
取
り
時
の
留
意
事

項
が
次
の
と
お
り
で
す
。

①
犬
ね
こ
の
引
取
り
手
数
料

　   

生
後
９１
日
以
上
の
犬
…
２
０
０
０
円
／
匹

　   

生
後
９１
日
未
満
の
犬
…
…
５
０
０
円
／
匹

　   

生
後
９１
日
以
上
の
ね
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
１
０
０
０
円
／
匹

　   

生
後
９１
日
未
満
の
ね
こ
…
２
０
０
円
／
匹

②
電
話
な
ど
事
前
連
絡
に
つ
い
て

　
犬
ね
こ
の
引
取
り
は
、
原
則
電
話
な
ど
に
よ

る
事
前
受
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
最
寄
り
の

保
健
所
ま
た
は
徳
島
県
動
物
愛
護
管
理
セ
ン
タ

ー
に
事
前
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
動
物
の
心
を
裏
切
ら
ず
、
生
涯
正
し
く
飼
い

　
ま
し
ょ
う
。

●
連
絡
先

　
徳
島
保
健
所
　   

６
５
２
・
５
１
５
１

　
徳
島
県
動
物
愛
護
管
理
セ
ン
タ
ー
　

　
　
　
　
　
　
　   

６
３
６
・
６
１
２
２

　
日
本
遺
族
会
で
は
、平
成
3
年
度
よ
り
政
府
に
委
託
な

ら
び
に
補
助
を
受
け
、「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好

親
善
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、戦
没
者
遺
児
に
対
す
る
慰
藉
の
一
環
と

し
て
、戦
没
者
の
遺
児
が
、一
度
は
亡
き
父
の
眠
る
場
所
に

赴
き
、慰
霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、現
地
の
方
々
と
の

友
好
親
善
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　
関
係
遺
児
の
方
々
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

　
な
お
、参
加
希
望
者
が
募
集
人
員
を
上
回
る
場
合
は
本

部
に
て
選
考
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
参
加
資
格
　

　
・
戦
没
者
の
遺
児

　
・
今
回
実
施
す
る
地
域（
実
施
地
域
周
辺
の
公
海
上
に

　
　
て
戦
没
さ
れ
た
方
も
含
む
）以
外
の
戦
没
遺
児
に
つ
い

　
　
て
は
、参
加
で
き
ま
せ
ん
。

　
・
政
府
主
催
の
「
戦
跡
慰
霊
巡
拝
」「
戦
没
者
遺
児
に

　
　
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」
に
参
加
さ
れ
た
こ
と
の

　
　
あ
る
方
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

◎
参
加
費
　
海
外
・
１０
万
円
　
沖
縄
・
５
万
円

　
日
程
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、健
康
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合

　
わ
せ
く
だ
さ
い
。

犬
及
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の
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取
り
有
料
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つ
い
て
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し
ゃ

平
成
１８
年
度
政
府
委
託
・
補
助
事
業

 

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好

 

親
善
事
業
へ
の
参
加
募
集
の
ご
案
内

財
団
法
人
　
四
国
電
気
保
安
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
徳
島
支
部

　
夏
季
は
、
皮
膚
の
露
出
部
分
が
多
く
な

り
、
発
汗
に
よ
り
皮
膚
が
ぬ
れ
て
電
気
が

通
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
疲
労
か

ら
注
意
力
が
散
漫
に
な
り
が
ち
で
、
感
電

な
ど
の
電
気
事
故
は
、
夏
季（
７
〜
９
月
）

に
集
中
し
て
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
８
月
を
「
電
気
安
全
使
用

月
間
」
と
さ
だ
め
、
経
済
産
業
省
主
唱
の

も
と
、
電
気
使
用
安
全
の
周
知
・
啓
発
の

た
め
の
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
電
気
安
全

講
習
会
の
開
催
、
電
気
設
備
の
点
検
や
不

良
設
備

の
改
修

促
進
な

ど
の
活

動
を
行

っ
て
い

ま
す
。
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抱 こ？抱っこ？ STSTSTSTOOTOTOTOTOSTSTTTSS OOOOOOOPOPOOPPPPPPPPPPSTOSTOPPOOPPSTOP！！！！！！！！！！！ 7・8月

「朝食に関する作品コンクール」作品募集
　子どもが朝食をおいしく食べられるということは、身体面・精神面の発育発達だけでなく家族の団らんや望まし

い生活習慣の形成など重要な意義があります。

　徳島保健所では、家族で生活習慣を考える機会とすることを目的に、管内の小・中学生から“朝食”に焦点を当て

て「図画」、「メッセージ」作品を募集します。

1．募集内容
　「図画」または「メッセージ」（両方の応募も可）
　各家庭での朝食の様子が現れているもの、朝食作りのお手伝いや家族の役割などが盛り込まれているもの

【図 画 の 部】　画用紙（四つ切り）文字は入れないでください。
【メッセージ】　Ａ4版400字詰め原稿用紙1枚以内（本分は200字以上400字以内）

　　作品の裏面に、募集要項に添付されている応募票を貼り付けてください。
　　※募集要項は各小・中学校または徳島保健所にありますのでお問い合わせください。

2．応募資格　徳島保健所管内の小学生・中学生

3．募集期間　平成18年9月1日（金）～平成18年9月8日（金）

4．賞　応募作品の中から優秀作品を選びます。（朝食の大切さがよく表れているもの）
　　　　入賞者には学校を通じて連絡します。

5．応募先　お子さんが所属する小・中学校に提出してください。

6．お問い合わせ先
　　     徳島保健所　健康対策係      088-652-5151（内線131）
　　　　　　　　　　　　　　     徳島市新蔵町3丁目80

　
本
当
に
そ
の
抱
っ
こ
で
、事
故
の
時
に
大
切
な
お

子
さ
ん
を
守
れ
る
と
思
い
ま
す
か
？

　
抱
っ
こ
で
し
っ
か
り
と
守
っ
て
あ
げ
ら
れ
る
の
は

時
速
5
〜
7
　
ま
で
。
時
速
４０
　
で
追
突
し
た
な

ら
、大
人
の
男
の
人
が
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。

　
ま
た
、
飛
び
出
し
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衝
撃
で
、車
の
装
備
に
ぶ
つ

か
る
こ
と
の
ほ
か
に
、運
転
席
や
助
手
席
の
人
に
直

撃
す
る
こ
と
も
あ
り
、深
刻
な
被
害
を
与
え
る
危
険

性
が
非
常
に
高
い
の
で
す
。

　
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、お
父
さ
ん
、お

母
さ
ん
！
大
切
な
お
子
さ
ん
の
命
を
守
る
た
め
に
、

車
に
乗
っ
た
ら

ト
を
正
し
く

必
ず
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
トし

て
あ
げ
て

装
着
しさ

い
。
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だ
さし

て
、車
か

　
そ
しり

た
ら
、チ
ャ

ら
降
りド

シ
ー
ト
に

イ
ル
ドん

と
座
っ
て

き
ち
んれ

た
お
子
さ

い
ら
れた
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さ
ん
抱

ん
を
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こ
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い
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7/9
（日）

佐那河内村長選挙
松尾はじめ氏が再選されました。

6/27
（火）

選挙管理委員の選任

　選挙当日の有権者数は2,546人（男1,232人・女
1,314人）のうち、投票者総数は、2,128人（男
1,018人・女1,110人）でした。投票率は、83.58
％と、村長選挙の投票が行われた4年前（平成14
年7月14日）の91.03％から7.45％下回る結果と
なりました。

　6月26日をもって任期満了になる選挙管理
委員及び同補充員の改選がありました。

－選挙結果－

当選　松  尾　はじめ　1,101票

　　　　　安冨  さちひこ　　995票

　　　　　無効投票数　　　　 32票

▲開票場

写真左から　委 員 長　小西　正治 さん
　　　　　　職務代理　安喜　哲夫 さん
　　　　　　委　　員　新居　　羌 さん
　　　　　　委　　員　小川　安昭 さん

補充員　　岩野　利治さん・安藝　昌文さん
　　　　　松本　茂紀さん・岡崎　宏之さん

◆任期　
　平成18年6月27日から
　　　平成22年6月26日まで

sanagochi



6/5
（月）

高齢者交通安全教室開催

　今回の教室の内容は、県警察本部
の交通安全教育隊の方が用意してく
ださった、『高齢歩行者教育システ
ム』を活用した、道路横断の模擬体
験。車の速さと横断の危険性、そし
て車が来る前に無事に渡りきること
ができるかを体験しました。みんな
で一緒に楽しみながら、交通安全を
学びました。

6/2
（金）

平成18年度徳島県表彰
西村 尋子 さん （佐那河内村婦人会会長・会長歴8年）

　多年にわたり徳島県婦人団体連合会の役
員として、青少年の健全育成と女性の地位
向上に貢献された功績がたたえられ、西村
尋子佐那河内村婦人会会長が、徳島県庁
11階講堂において、平成18年度徳島県表
彰を受賞されました。

6/5
（月）

ナイターソフトボールリーグ
戦開幕

　恒例のリーグ戦が、6月5日から6チーム
で始まりました。今年は、ホームラン賞の
表彰もあるようです。開幕戦でも、いきな
り何本ものホームランが飛び出していまし
た。チームの勝利とタイトルの獲得に向け
て、みんながんばっています。

sanagochi



6/7
（水）

バラが咲いたよ！

　今年2月ごろ、大平分館長さんが植えたバラ
が、きれいに咲いたよ！との知らせがあり、嵯峨
老人憩いの家へ取材に行ってきました。
　色とりどりの花が、来る人を和ませてくれる
ことでしょう。

6/12
（月）

数珠玉の修繕作業

6/16
（金）

ソフトバレーボール前期リーグ戦
開幕

　6月16日から4チームによる前期リーグ戦
が始まりました。秋に開催される県民スポー
ツ祭に向けて、熱戦が繰り広げられます。み
んなで楽しく行っていますが、参加チームが
少なくなっているのが悩みの種。
　後期リーグ戦では参加チームが増えること
を期待しています。

6/9
（金）

キュウリから葉っぱ？

　下字舟戸の岡崎さん宅畑から、かわったキ
ュウリが収穫されました。
　色・形は他のものと変わらなかったけど、
少し細かったかなと話してくださった岡崎さ
ん。その後のきゅうりの行方を伺うと、“お漬
け物”になったとのことでした。

　安政の時代から寺谷尾尻地区のおわんさん
に奉納されている数珠。今日の補修作業のた
めにと、1年以上前から、桐の木を切り出し乾
燥させていました。桐は細工しやすいうえ、
中央に穴が空いているから数珠玉に適してい
るそうです。
　家内安全や豊作を祈念しながら、ひとつ、ひ
とつ手作業でつくられる姿が印象的でした。
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あなたの情報 まってます（広報係）

7/2
（日）

平成18年度徳島県体育指導
委員連絡協議会表彰
石本 善之 さん
（佐那河内村体育指導委員会会長・
  体育指導委員歴10年）

7/2
（日）

大川原高原のあじさいが
咲き始めました。

　長年にわたり、体育指導委員として、地域における体育、
スポーツの健全な普及発展に貢献された功績がたたえられ、
石本善之佐那河内村体育指導委員会会長が、勝浦町農村環
境改善センターにおいて、平成18年度徳島県体育指導委
員連絡協議会表彰を受賞されました。

6/25
（日）

大川原アジサイロード
草刈り作業

　佐那河内村公民館の主催により村道大川原高原線（大
川原アジサイロード）の草刈り作業が行われました。
あいにくの雨となりましたが、45人の参加者は、これ
から見頃をむかえるアジサイのために一生懸命作業を
されました。ご協力ありがとうございました。

　曇り模様のこの日でしたが、多くの観光客でにぎわ
っていました。
　鳴門市から祖父母とご一緒にお越しの河野さんご兄
妹は、初めてのあじさいに大はしゃぎでした。
　あじさいの見頃は、今月中旬から月末まで。ぜひ週
末に大川原へあじさいを見に行かれてはいかがでしょ
うか？

6/27
（火）

ジャガイモの
なかちゃん！？

　下字舟戸の岩橋ツル子さん宅畑から、
愛らしい姿をしたジャガイモが出てき
ました。
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紀
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句

　平成１７年7月に、『食育基本法』が制定されたことを受け、保育所で
は、育てて楽しい、食べておいしいを体験できるよう、キュウリやトマト、ト
ウモロコシなど様々な作物を育てています。
　この日は、小学校との交流を兼ねた、ジャガイモ堀りが行われました。
　このジャガイモは今年２月に、年長さん（現在の小学１年生）が植
え、それを引き継いで、今の年長さんが、毎日水やりなどのお世話
をし、今日の収穫を迎えました。
　子どもたちは、毎日作物を観察し、花が咲いたよ！虫がいたよ！と
大切に育てています。トマトやキュウリ、スイカは、これからが収穫
期です。たくさん実るといいですね！！

No.１

保育所からの

ジャガイモ掘り

キュウリ

トマトトウモロコシとスイカ
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夜間・休日救急診療の受診方法

内 科 ・ 小 児 科

外 科 ・ 整 形 外 科
外 科
整 形 外 科
内科・呼吸器科・消化器科・循環器科
内 科・外 科・整 形 外 科
内 科・外 科・整 形 外 科
内科・呼吸器科・外科・消化器科・循環器科
内科・呼吸器科・消化器科・循環器科
整 形 外 科

徳島市昭和町7-37

徳島市沖浜東2-16 ふれあい健康館1階

徳島市津田西町1-2-30
徳島市庄町4-6
徳島市八万町橋本92-1
徳島市中洲町1-31
徳島市寺島本町西2-37-1
石井町石井字石井231-1
徳島市北佐古1-1-8
徳島市二軒屋町1-1-16

622-3576

625-8353
662-5311
632-3328
668-1070
625-3535
623-2462
674-2311
631-7711
652-1119

高 木 病 院

徳 島 市 夜 間 休 日
急 病 診 療 所

寺 沢 病 院
松 永 病 院
協 立 病 院
中 洲 八 木 病 院
橘 整 形 外 科 病 院
麻 野 病 院
川島循環器クリニック
中 村 整 形

（月～土）19：30～23：30
（日・祝）09：00～17：00、18：00～23：30

医療施設名 診　療　内　容 所　　在　　地 電話番号

1． 比較的病状が軽い場合（軽傷・軽症）

2． 病状が重いと判断される場合（中・重症） 速やかに搬送して医療処置を受けられるようにするためにも救急
搬送車を活用してください。

あらかじめ受診を希望する医療機関に電話をしてから受診するように
してください。

救急搬送車：679-3999

家族のための　　　　教室
　うつ病は誰でもかかる可能性のある病気で、適切な治療によって回復します。薬や休養とと
もに、まわりの方の支えがとても大切ですが、具体的にどう接していけばよいのか、とまどう
こともあるかと思います。そんな家族の方に向けて、うつ病を正しく理解し、対応方法を学ぶ
ための学習会を開催します。ぜひご参加ください。

◆ 対　　象：医療機関で「うつ病」と診断され治療中の方の家族
◆ 定　　員：30人程度　　　　　　　　　　　◆ 受 講 料：無　料
◆ 場　　所：徳島保健所 4階　多目的室　　　◆ 申込方法：電話でお申し込みください
◆ 申込期限：7月20日（木）まで

～ひとりの胸にしまいこまず、ちょっとだけ前を向いてみませんか～

※駐車場に限りがありますので、できるだけ公共交通機関をご利用ください。

●　お申し込み・お問い合わせはこちらへ ●
徳島県徳島保健所　精神保健係　

徳島市新蔵町3丁目80　   088-652-5151

日　　　　時 内　　　　容 講　　　　　　師

 7 月26日（水） 午後2時～4時

 8 月  2 日（水） 午後2時～4時

 8 月22日（火）午後2時～4時

11月14日（火） 午後2時～4時

うつ病に関する基礎知識

うつ病とのつきあい方

知っておきたい家族の対応①

知っておきたい家族の対応②

今井メンタルクリニック

　　院長　今　井　幸　三 先生

徳島大学臨床心理相談室
　　　　 　宮 崎　厚 子 先生
　　　　 　寺 本　陽 子 先生
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　5月24日（水）、平成18年度佐那河内村人権教育研究協議会総会が、農業総合振

興センターで開催されました。

　総会閉会の後、昨年3月に旧の阿波町、市場町、土成町、吉野町の4町が合併し

て新市となった阿波市より、教育委員会社会教育課長の森本喜代貴さんをお招き

しての記念講演会が開かれました。

　今回は、『私の解放運動　～同和教育と人権教育～』と題された森本さんの記

念講演の要旨をご紹介させていただきます。

もりもと  き   よ  たか

『私の解放運動～同和教育と人権教育～』『私の解放運動～同和教育と人権教育～』『私の解放運動～同和教育と人権教育～』
1　はじめに
　私は吉野町で生まれ、小学校から大学を卒業するまでは大阪で生活していました。その後に帰省し、役場に就
職しました。
　私と同和問題との出会いは、役場での組合活動からでした。「おかしい、どなにかせないかん」と差別に対する
激しい怒りを覚えたのを、昨日のことのように記憶しています。それ以来ずっと、『明るく楽しい解放運動』を私
のスローガンに活動してきました。

2　ねたみ意識
　昭和40年（1965年）8月の「同和対策審議会答申」を受け、2002年（平成14年）3月の「地対財特法」が失効す
るまで、各種の取り組みが推進されてきました。全国にある約6千の部落の内、その7割にあたる部落が地区指定
を受けました。しかし、残る3割にあたる部落は、地区指定を受けませんでした。それは、これ以上差別されたく
ないという思いからでした。私の住む吉野町では、相当額の年間予算を組んで事業が行われてきました。しかし、
行政はその支出理由を、ほとんどと言ってよいほど住民に説明してきませんでした。このことが、その後の「ね
たみ意識」となって現れてきたのではないかと考えています。

3　教科書の無償運動
　部落解放運動の成果としてあまり国民に知られていないのが、高知市から展開された義務教育の「教科書無償
運動」です。憲法第26条（教育を受ける権利と受けさせる義務）を学び、権利意識にめざめて市教委と交渉した結
果、不本意ながらも市側の提案を受け入れて決着しましたが、その後この問題は国会でも取り上げられ、文部省は
昭和38年（1963年）12月に（義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律）を成立させるに至りました。

4　差別をする人、なくす人
　学校で同和教育がされるようになり、50年余りが経ちました。当初は教員が、同和教育で何を教えたら良いの
かを十分に理解しないままスタートしました。その結果、部落は惨めで貧乏だというイメージを植え付けました。
そして、「差別をしていた　されていた」という教えにより、差別をする側とされる側にはっきりと分かれてしま
いました。私は、解放とは人間の解放だと感じています。つまりは自分自身というものを再発見することだと思
うのです。
　差別というものは、差別をする人がいるからあるのであって、決して差別をされる人がいるからではありませ
ん。私は解放運動に取り組む中で、「差別をする人になるのか、あるいはなくす人になるのか」という考え方が必
要だと気付きました。差別をする人、なくす人のどちらの側に立つのかが大事なのです。

5　同和教育と人権教育
　地対財特法の失効以後、同和教育から人権教育へという流れがあります。しかし、同和教育の成果と課題を検
証する必要はあるものの、改めて人権教育と言わなくても、一人ひとりの人権を確立し、差別を解消していこう
というその中身は、全て同和教育でなされてきたものばかりです。名称が変わっても、基本的には何ら変わるこ
とはないのです。

6　おわりに
　同和問題は、学校教育や社会教育全般を通じて積極的な取り組みを推進することが大切です。そして、行政・
地域・学校・保護者が連携し、一体とならなければいつまで経ってもなくなるものではありません。佐那河内村
においても、人権が尊重されて一人ひとりが輝く『人権の里さなごうち』の構築に向けたますますの取り組みを
期待しております。

佐那河内村の人権教育　VOL．115

佐那河内村人権教育研究協議会・佐那河内村教育委員会
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に
も
太
平
洋
沿
岸
に
は
波
（
う
ね
り
）

が
う
ち
寄
せ
ま
す
。
夏
の
土
用
の
頃

に
う
ち
寄
せ
る
大
波
「
土
用
波
」
は

よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
「
土
用
波
」

の
発
生
す
る
頃
は
、
台
風
の
発
生
し

や
す
い
時
期
と
も
合
っ
て
い
ま
す
の

で
、南
海
上
に
台
風
が
あ
る
場
合
は
、

海
辺
で
の
レ
ジ
ャ
ー
に
は
注
意
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　
台
風
は
、
毎
年
の
よ
う
に
わ
が
国

に
来
襲
し
、
も
た
ら
す
災
害
は
き
わ

め
て
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
気

象
台
は
、
台
風
が
接
近
す
る
と
、
台

風
情
報
や
注
意
報
、
警
報
を
発
表
し

て
災
害
の
防
止
や
軽
減
を
呼
び
か
け

ま
す
。

台 風 と は

　
台
風
情
報
で
「
大
型
で
強
い
台
風
第
Ｘ
Ｘ
号
は

…
。
」
と
い
っ
た
こ
と
を
よ
く
聞
か
れ
た
こ
と
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
「
大
型
で
強
い
」
は
、
左

表
の
よ
う
に
「
強
風
域
」
の
半
径
や
「
最
大
風
速
」

に
よ
っ
て
区
分
し
て
い
て
、台
風
の
お
お
よ
そ
の

勢
力
の
目
安
を
示
し
て
い
ま
す
。強
風
域
と
は
、平

均
風
速
１５
m/s
以
上
の
強
風
が
吹
く
範
囲
で
す
。

　
台
風
の
大
き
さ
や
強
さ
は
、
防
災
的
な
警
戒
事

項
を
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
で
、
台
風
が
大
き

い
ほ
ど
、
遠
方
に
あ
っ
て
も
強
風
が
吹
く
な
ど
の

影
響
を
受
け
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
台
風
が

強
い
ほ
ど
、
よ
り
大
き
な
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ

が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
ま
す
。

　
第
１
図
は
、
平
成
１７
年
9
月
6
日
の
、
台
風
第

１４
号
の
天
気
図
で
す
。
こ
の
台
風
は
、
九
州
の
西

岸
を
北
上
し
、
日
本
海
に
進
み
ま
し
た
が
、
徳
島

で
は
最
大
風
速
２２
・
4
m/s
の
非
常
に
強
い
風
が
吹

き
、
神
山
町
旭
丸
で
７
９
４
ミ
リ
の
大
雨
と
な
り
、

大
き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。

　
台
風
の
接
近
を
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
で
見

た
り
聞
い
た
り
し
た
ら
、
大
雨
が
降
る
前
や
暴
風

が
吹
く
前
に
、家
の
外
周
り
の
点
検
を
行
う
な
ど
、

災
害
へ
の
備
え
を
も
う
一
度
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

台
風
に
備
え
て

第１図　天気図（平成17年9月6日）

台風の強さと大きさの表現

階　　級

強い

非常に強い

猛烈な

大型（大きい）

超大型（非常に大きい）

500km以上800km未満

800km以上

33m/s以上44m/s未満

44m/s以上54m/s未満

54m/s以上

階　　級

最　大　風　速

風速15m/s以上の半径

強 さ の 階 級 分 け

大 き さ の 階 級 分 け

台
風
の
強
さ
と
大
き
さ

〈
徳
島
地
方
気
象
台
よ
り
〉

sanagochi



マークの見方　　　…時間　　　…場所　　　…対象　　　…持ち物　　　…問い合わせ先時 所 対 持 問

佐小登校日
（小学1・2・3年のみ）

小学5・6年
希望者による韓国訪問（～7日）

障害者生活支援事業相談所
開設

障害者生活支援事業相談所

心配ごと相談・人権擁護相談・
特別相談

時
所
9：00～12：00
農振センター 2F（小和室）

佐中愛校作業・登校日

妊娠期歯科栄養教室

1歳児歯科相談

星空観測会 ペルセウス座流星群

第31回 納涼夏祭り

水

金

日

月

火

土

日

火

時
所
9：00～16：00
健祥会ハイジ

問

中学校

昼間の星空観測会（第4回）
～親子教室～

時
所
13：00～13：15（受付）
農振センター 1F（会議室）

時
所
14：00～14：15（受付）
農振センター 2F（大和室）

対
持
個別通知者ほか
母子手帳、問診票 など

雨天時、14日に順延

対
持
妊婦さんとその家族 ほか
母子手帳、タオル

時
所
111：00～15：00　
大川原高原ヒルトップハウス

時
所
19：30～21：00　
大川原高原ヒルトップハウス

時
所
18：00～21：30　
佐那河内小学校

11：00～12：00 金星・シリウスなど
13：00～15：00 星座盤作成

要予約

問

時 9：00～16：00 要予約

徳島県立防災センターの視察について（案内）
　ご承知のように今世紀前半には南海地震の発生が高い確率で予測され、本村においても大きな被害をも承知のように今世紀前半には南海地震の発生が高い確率で予測され、本村においても大きな被害
たらすことが予想されています。この中で、村民の防災意識の高揚を図るため、今年度も県立防災センターへすことが予想されています。この中で、村民の防災意識の高揚を図るため、今年度も県立防災センタ
の視察を計画しました。次の日程で視察を行いたいと思いますので、希望される方は、総務企画課までご連絡
ください。夏休みの自由研究として、小・中学生のみなさんもぜひご参加ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記
◎日　　時／平成18年8月22日（火）午前8時40分役場前駐車場集合　9時出発
◎場　　所／徳島県立防災センター　板野郡北島町鯛浜字大西165
◎負 担 金／なし。ただし、昼食は各自となりますのでご用意をお願いします。
◎日　　程／・午前9時　役場前駐車場出発・午前10時から　県立防災センター視察
　　　　　　・正午から　フジグラン北島にて自由行動　　・午後4時　フジグラン北島出発
　　　　　　・午後5時頃　役場前駐車場到着
◎定　　員／40人
◎締　　切／平成18年8月18日（金）（定員に達し次第締切ます）　　　　　連絡先　総務企画課

死亡おくやみ申し上げます（敬称略）
 

出産おめでとうございます（敬称略）

 18．6． 7　　 　 　横　山　キヌヱ　　　下野　　　　89歳
18．6．14　　  　 奥　野　　　悟　 　　宮前　　　　77歳
18．6．20　　　　丸　山　ツルコ　　　遠野　　　　94歳
18．6．21　　　　酒　井　マサミ　　　中辺　　　　68歳
 

死亡年月日 氏名　　　　　　　 住所　　　　年齢

18．6．18　　大野　真嗣・ゆかり　二男　維楓（いぶき）　幸田 

生年月日 　 　父及び母　　　　       続柄　子の名前　　　　住所

（6月30日現在）

sanagochi

PC-USER
長方形

PC-USER
テキストボックス
個人情報に関する内容のため削除しました



◎7月は固定資産税第2期分税の納期です！
　お忘れなく！

時
所
・
桜集会所　　　10：00～11：00
宮前公民館　　11：15～11：40
嵯峨生改Ｃ　　13：30～14：30
嵯峨老人憩の家14：40～15：20

時
所
・ 寺谷生改センター10：00～11：00
保健センター　　11：15～12：40

問

日 曜 行　事　名 と　き・ところ 備　　考

日

　

　

月

火

水

木

金

月

火

水

木

日

月

火

四国の道草刈り作業

昼間の星空観測会（第1回）
～親子教室～

昼間の星空観測会（第2回）
～親子教室～

昼間の星空観測会（第3回）
～親子教室～

星空観測会 夏の星座と木星

わんぱく教室（子ども劇場の日）

平成18年度人権大学開講式

いきいき健康体操教室

健康料理教室（高脂血症）

徳島県消防操法競技大会

健康相談

健康相談

移動献血

ウォーキングキャンプ
（小学4・5・6年）（～28日）

障害者生活支援事業相談所
開設

障害者生活支援事業相談所
開設

全村道路愛護

いきいき健康体操教室

佐小PTA文化部親子映画会

夏季休業日（～8/31）

時
所

時
所

時
所
時
所

時
所

要予約

問

要予約

問

要予約

問

8：30～　
吉野川グラウンド
9：00～11：00　
大川原高原

時
所
11：00～15：00　
大川原高原ヒルトップハウス

時
所

時
所

11：00～15：00　
大川原高原ヒルトップハウス

時
所
19：30～21：00　
大川原高原ヒルトップハウス

9：30～13：00
農振センター

時
所
19：30～21：30
農振センター

時
所

所

9：00～12：00
農振センター 2F（小和室）

時
所
19：00～21：00
農振センター 　

9：00～16：00
健祥会ハイジ

時
所
9：00～16：00
健祥会ハイジ

時 9：30～16：00

時
所
9：00～16：00
健祥会ハイジ

時
所
9：00～15：00
大川原高原

時
所
8：00～　
村　内

村　内

13：30～15：30
平地集会所

障害者生活支援事業相談所
開設

10：00～11：30
保育所

動きやすい服装

小・中学校

米1合、材料代200円

心配ごと相談・行政相談

問
対 未入所の乳幼児（就学前まで）

保険料（年間）500円

持

健康手帳持

健康手帳持

動きやすい服装持

持

佐小PTA

11：00～12：00 金星・シリウスなど
13：00～15：00 星座盤作成

11：00～12：00 金星・シリウスなど
13：00～15：00 星座盤作成

時
所
11：00～15：30　
東府能集会所

時
所
11：00～15：00　
大川原高原ヒルトップハウス

11：00～12：00 金星・シリウスなど
13：00～15：00 星座盤作成

sanagochi



よ
う
な
に
お
い
が
あ
り
、
遠
く
か
ら
も

目
立
つ
の
で
ム
シ
を
誘
い
ま
す
。
や
が

て
３
cm
以
上
も
あ
る
吸
い
口
の
ス
ズ
メ

ガ
が
蜜
を
吸
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
際

に
受
粉
を
済
ま
せ
る
段
取
り
に
な
る
わ

け
で
す
。

　

中
国
の
伝
説
に
、
こ
の
花
を
酒
に
入

れ
て
不
機
嫌
な
夫
を
な
だ
め
た
妻
の
話

が
あ
り
、
葉
が
合
わ
さ
る
ネ
ム
ノ
キ
の

特
徴
か
ら
一
家
和
合
、
夫
婦
和
合
の
象

徴
と
し
て
庭
木
に
し
た
り
、
す
り
こ
ぎ

を
作
る
と
い
う
風
習
が
あ
り
ま
す
。

る
そ
う
で
す
。

一
度
試
し
て

み
て
は
い
か

が
。

　
「
雨
の
日
や

ま
だ
き
に
く

れ
て
ね
む
の

花
」　

蕪
村

＊
ま
だ
き
に

　

…
未
だ
何

　

も
し
て
な

　

い
の
に

　
　
　

（
東
）

  　
　
　
　
　

夜
眠
る
植
物　

―
合ね

歓む

の
木き

―

　　

ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
No．122

かわいいうちの天使たちです。すくすくと大きく

なーれ！　　　　　　　　　　　（パパ・ママより）

平成14年2月11日生  　陽
ひ

菜
な

子
こ

ちゃん（4歳）

平成15年8月25日生  　結
ゆい

　菜
な

ちゃん（2歳）

パパ村上貴さん・ママ美雪さん（中辺）

　

夜
の
そ
ぞ
ろ
歩
き
が
良
い
季
節
で

す
。
近
辺
を
懐
中
電
灯
片
手
に
散
歩
す

る
と
、
植
物
の
さ
ま
ざ
ま
な
寝
姿
に
出

会
え
ま
す
。
カ
タ
バ
ミ
、
ク
ズ
、
フ
ジ
、

ネ
ム
ノ
キ
な
ど
マ
メ
科
植
物
は
葉
を

閉
じ
た
り
、
す
ぼ
め
た
り
し
て
眠
る

し
、
シ
ソ
も
葉
を
だ
ら
ん
と
し
て
眠

り
ま
す
。

　

特
に
ネ
ム
ノ
キ
は
、
夜
小
さ
な
葉

が
向
き
合
っ
て
手
を
合
わ
せ
る
よ
う

に
閉
じ
て
、
花
は
夕
方
開
き
朝
し
ぼ

み
ま
す
。
開
い
た
花
は
ヤ
マ
ユ
リ
の

お申し込み・お問い合わせ先
ネイチャーセンター（電679 － 2238）

● 7 月17日（月・祝）　10時～14時
　 探鳥会（落ちた羽毛を探してみよう）

～ 愛 称 大 募 集 ～
　新しく誕生する、村民による村民のためのスポーツクラブの
愛称を募集します。いつもみんなで呼び合う親しみやすい呼び
名を考えて下さい。素敵な愛称をお待ちしています。
◆応募資格 ： 村内在住・在勤の方
◆募集締切 ： 平成18年8月31日（木）
◆応募方法 ： 所定の用紙に必要事項をご記入の上、郵送ま
                  たは、役場窓口に設置してある収集箱へ投函し
　　　　　　て下さい。（収集箱横に、応募用紙有り）
　詳しいことは、教育委員会内佐那河内スポーツクラブ（仮
称）までお問い合わせくださ
い。
　採用作品は、広報にてお
知らせします。また、採用さ
れた方には、素敵な商品が
贈られます。みなさんどんど
ん、応募して下さい。

ネムノキの開花

７
月
の
花

広報さなごうち 6/15 号、写真説明を「定
　例探鳥会」に訂正し、おわびいたします。

sanagochi

　

ま
た
、

日
本
で
は

こ
の
木
で

頭
を
な
で

る
と
早
起

き
に
な
る

と
か
、
仕

事
に
精

が
出
る

と
い
う

言
い
伝

え
が
あ




